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ー第5回ハノイ部品調達展示商談会
ー日本ものづくり技術展
ーVietnam Manufacturing Expo
ー Industrial COMPONENTS & SUBCONTRACTING
 

　9月4日（水）から6日（金）にかけて、

「第5回ハノイ部品調達展示商談会」

「日本ものづくり技術展」

「Vietnam Manufacturing Expo」

「Industrial COMPONENTS&SUBCONTRACTING」

4つの製造業に関する展示会が、

ハノイ市にある国際展示センター

（I.C.E）で同時開催されました。

　今回はハノイの会場に直接足

を運んできましたので、展示会の

様子をご紹介いたします。様子をご紹介いたします。
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　今回の展示会の来場者は13000人以上にのぼり、会場は

参加者の熱気に包まれ大変盛況な展示会となりました。

　まず、それぞれの展示会を簡単にご紹介します。

■第5回ハノイ部品調達展示商談会
　部品調達展示商談会は、日本貿易振興機構（JETRO）とベ

トナム貿易促進庁（VETRADE）が主催の展示会です。日系

企業はバイヤーとしてベトナム企業から調達を希望する部品

の展示を行い、ベトナム企業はセラーとして自社が日系企業

に供給したい部品の展示を行いました。

今年初めて1年のうちにハノイとホーチミン、2ヶ所で展示会

を開催することになり、今回、Vietnam Manufacturing 

E x p oをハノイで開催しました。10月にはホーチミンで

METALEX-NEPCON Vietnamを開催予定です。

■Industrial 
　　COMPONENTS&SUBCONTRACTING
　Industrial COMPONENTS&SUBCONTRACTING

は、ハノイ貿易促進センターとハノイ産業貿易省が主催の展

示会です。日系に限らず、外資系企業とベトナム企業を結び

つける展示会となりました。

―多くの日系企業が出展、日本人が来場
　第5回ハノイ部品調達展示商談会

はジェトロが主催、日本ものづくり技

術展は日越友好年実行委員会が主催

ということもあり、今回の展示会には

多くの日系企業が出展し、また多くの

日本人が来場しました。部品調達展

示商談会には57の日本の企業がバ

イヤーとして出展し、日本ものづくり

技術展には32の日本の出展団体があり、実際の会場でも、

多くの日本語が飛び交っていたように感じました。

■日本ものづくり技術展
　1973年に日本とベトナムが外交関係を樹立して40周年

を迎える今年を、両国は「日越友好年」としています。日本も

のづくり技術展は、日越友好年実行委員会が主催し、様々な

日本の技術力を改めてベトナムの人にアピールした展示会に

なりました。

■Vietnam Manufacturing Expo
　主催者であるReed Tradex社は8年前から毎年、ハノイ

とホーチミンで交互に製造業の展示会を開催してきましたが

―多様な参加形態
　今回の展示会には、1

社単独で出展するのでは

なく、合同で出展すると

いう参加形態も見られま

した。大阪の企業が集ま

り「大阪産業振興機構ブース」をVietnam Manufactur-

ing Expoに出展していたり、 日本ものづくり技術展には、

東京の企業と大学が集まった「東京パビリオン」の設置が

あったりしました。

―体感できる展示会
　世界初の二足歩行ロボットであるホンダの「アシモ」や、村

田製作所の自転車に乗るロボット「ムラタセイサク君」の

ショーを始めとして、最新の技術を体感できる展示が多く見

られました。来場者は、自分の専門分野に限らず様々な展示

を楽しむことができたのではないでしょうか。

―感想
　展示会の最終日、出展している日系企業の何社かに、今回

の展示会はどうでしたかという質問を投げかけると「ベトナム

企業はまだまだ課題が多いですね。」「10年前とはだいぶ技

術のレベルが変わってきました。」「ベトナム企業に部品の注

文ができそうです。」「工場を実際に見てから、商談を成立さ

せるか決めたいと思います。」と色々な感想を聞くことができ

ました。ベトナムの製造業の状況は、分野や個々の企業によっ

て様々のようです。ただ、今回の展示会がすべての出展者に

とって、情報収集と情報発信の場になったのは確かではない

でしょうか。

JETRO

バイヤー
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2013年10月10－12日
METALEX-NEPCON VIETNAM

〈会場〉
SECC
(サイゴン展示会コンベンションセンター）
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東京パビリオン


